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研究成果の概要（和文）：　近代（18世紀以降）から現代に至るロシア（ソ連）文化において、南方地域（ヴォルガ下
流域、ウクライナ、クリミア、コーカサス等）がどのように表象されてきたかの考察を目的とする本研究は、１回の共
同調査（2012年9月、アルメニア）と３回の国内研究会などで個別研究の総合化を図り、国際シンポジウム「想像の風
景」（2012年9月12日、於アルメニア共和国ロシア＝アルメニア（スラヴ）大学）と欧文・和文各１冊の論集の刊行に
よって、ロシアの南方表象の多様な諸相およびその成立と変遷の原因の解明に対する貢献と呼びうる成果を挙げた。

研究成果の概要（英文）：    The aim of this project was investigation and analyses of various representati
ons of the South (lower reaches of river Volga, Ukraine, Crimea and Caucasus) in Russian and Soviet cultur
e since the 18th century up to nowadays. We tried to sinthesize individual studies of project members by j
oint fieldwork in Armenia on September, 2012 and other scientific meetings, and obtained good results to m
ake clear diverse faces of our objects and reasons of their outbreak and change by holding the internation
al round table "Imagining the Landscape" (September 2012, at Russian-Armenian (Slavic) University in Ereva
n, Armenia Republic) and publication of two collections of articles (in Russian and Japanese).   
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１．研究開始当初の背景 
 ロシア文化における「南方」表象の研究は、
コーカサス地方を主要な対象として、1990 年
代から世界的に行われてきた。これは西欧思
潮の影響も受けつつ、ロシアに民族的な自己
意識が成立した 18世紀末から 19世紀にかけ
て、ロシア帝国がこの地域を併合していたと
いう歴史的な偶然から、コーカサスとこの地
域に住む人々が、ロシア文化において最も代
表的な「他者」として表象されてきたという
経緯を踏まえてのことだった。 
 これらの研究は、いわゆる「オリエンタリ
ズム」や「ポストコロニアリズム」の立場か
ら、植民地やマイノリティの側を考慮に入れ
つつ、「宗主国」やマジョリティの言説を批
判的に読み直していこうとするものであり、
特に文化史とその周辺の学問領域において、
優れた成果を挙げてきた。ただし、ときにイ
デオロギー的な構えを優先し、実証的な分析
が手薄な論考が現れることもあった。また言
語的な理由から、植民地やマイノリティの側
の言説を直接に対象とすることには大きな
困難が伴う場合が多かった。 
 一方、同時期の地域研究の分野では、現地
の言語の習得と、フィールドワークや資料調
査に基づいて、マイノリティとマジョリティ
の両方の事情を踏まえた、優れた実証的研究
が数多く現れた。またコーカサスのみならず、
ロシア文化においてしばしば「南方」として
同一視されたり、結びつけて捉えられたりし
たウクライナ、クリミアなどを対象とした研
究も書かれた。ただし、概して言説における
複数のイデオロギーの交錯を読み解く方法
に対する意識が希薄だったため、ときに表象
の生成を事実に帰する、下部構造論的な議論
が現れた。また、俯瞰的な視点に立つために、
マジョリティとマイノリティの間の力のヒ
エラルキーを等閑視する傾向を帯びた論考
も書かれた。 
 
２．研究の目的 
 以上のような学術的動向を背景として構
想された本プロジェクトでは、以下のような
ことが目的となった。 
 （1）研究領域を、人文科学の領域で、従
来重視されてきた 19 世紀コーカサスの表象
に限ることなく、ロシアに民族的自己意識の
萌芽がめばえた 18 世紀末から、なおその枠
組の影響下にある現代まで、またコーカサス
のみならず、伝統的に「南方」として一括し
て把握される場合のあった沿ヴォルガ下流
域、ウクライナ、クリミアの表象にまで拡大
する。 
 （2）イデオロギー的な構えをいったん括
弧でくくり、批判的な視点は確保しつつも、
個々のテキストに即した具体的な読みを展
開する。 
 （3）重視するがゆえに、人文科学におい
て、視野の拡大の大きな障害となる言語の壁
を克服するために、ロシア語や英語を理解す

る現地研究者や作家・芸術家との情報・意見
交換を強化し、マイノリティの側からの視点
を確保する。 
 
３．研究の方法 
 前述の（1）を実現するために、18 世紀後
半以降のさまざまな時代を専門とし、さまざ
まな地域表象をフィールドとする研究者に
よる共同プロジェクトのかたちを取った。 
 また（2）のために、理論的・方法論的な
学術動向を踏まえつつも、個別事例の調査と
精読、時代状況を踏まえつつ開かれたテキス
ト分析に重点を置いた考察を行った。 
 （3）対象地域の研究者・知識人との連携
を強め、直接の面談やインターネットによる
情報・意見交換の機会を多く設定することに
努めた。 
 
４．研究成果 
 3 回に渡る公開研究会の実施や、ロシアお
よび旧ソ連への個別訪問によって、国外の研
究者も含む、共同研究ネットワークの構築に
成功した。その顕著な成果は、2012 年 9 月
12 日にアルメニア共和国エレヴァン市ロシ
ア＝アルメニア（スラヴ）大学で開催された、
国際ラウンド・テーブル「想像の風景」であ
る。これはロシア語を使用言語とし、日本、
ロシア、アルメニアの文学者、歴史学者、文
化人類学者が報告と質疑応答に参加したも
ので、成功裡に行われた。またその成果は、
『想像の風景：日本とアルメニアの視点か
ら』と題するロシア語論集としてまとめられ、
北海道大学スラブ研究センターから、地域大
国比較研究シリーズの 12 巻として刊行され
た。またこのラウンド・テーブルと前後して、 
アルメニアにおける歴史表象のあり方に関
する現地調査を実施し、プロジェクト構成メ
ンバーの過半数が参加して成果を挙げた。 
 また本プロジェクトのメンバーは、本テー
マに関連するテーマによる報告や講演を、日
本国内外で積極的に行い、反響を得た。 
 最終年度である 2014 年 3 月には、本プロ
ジェクトの集大成として、日本語論集『ロシ
アの南：近代ロシア文化におけるヴォルガ下
流域、ウクライナ、クリミア、コーカサス表
象の研究』を、山形大学人文学部叢書 5巻と
して上梓した。これは、時期としては 19 世
紀初頭から現代まで、地域としてはウクライ
ナ、沿ヴォルガ下流域、クリミア、チェチェ
ン、アルメニアなどの表象を網羅し、また比
較文化論的な見地からロシア人の台湾表象
に関する論考や、現地調査に基づき、マイノ
リティの視点から書かれた論考なども含め
た 8編の論文から成っている。個別事例の考
察に徹したため、イデオロギー的な枠組みは
やや希薄となっている反面、そのような枠組
みに収まりきらないロシアの「南方」表象の
多様性、およびその錯綜した様相を浮き彫り
にすることに成功した。 
本プロジェクトのメンバーはまた、19 世紀



のコーカサスを舞台とした文学作品の翻訳
や、一般誌へのエッセイの執筆なども行った。
これは本研究の成果を踏まえつつ、これを社
会的に発信することの一環であった。 
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